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T_学部では平成 13年度から就農科目 ｢工学倫理Jを学部 4回生を対象日剛性していろ.

各年度とも出席者は 200名を超えるが,平成 13年度は 124名.平成 Ll牛皮は 1(う0名.チ

して本年 15年度は 183名の単位取碑者があった,教Ti●スタッフは必ずしも当搾･杵口の専

門家ではなく.1二学部各系から純師として推薦いただいた先生方にお願いしている.さら

に文学研究科の永谷雅彦先生ならびに学外から特許庁の訟岡～弘先生に卓1油鹿をお願いし

ている,ちなみに今年度の工学細浦師は藤本 孝 (物理コ二学科),山本 .袷 (物理工手科),

美磯菊 鹿 (flLt部学科),内山艇堆 (地球工学科).轟)1 絃 (界壁保全センター),酒井哲

郎 〔地球r_学科),古阪秀三 (班姓学科),今中忠行 (工業化学科)の先生方である.

現在 ｢=竿倫理｣.lj:産丑界lj)みならず教育学分野からも沌Hを蝕める科目である.本学

鮪ではいち早くこれを淵過料Elに放り入れたが,まだ手探りの状態である,そこで平破 13

年度-15年度の 3年･間の巷軒をIt)とに1_学倫確1.I;iPに糊F究者を招いて純益担当教71.''との冊で

交流 し.討論を行い今後の耕鹿に指針が得られjlJばという考えのもと ｢工学倫理スタッフ

ディベロップメン ト｣と瑚する計画を作成し,学鹿此奴鑑錐を申描した.封 ､にも採択さ

れ 計画していた公糾シンポジウムを卜剛比し.その成果をまとめたものが二0)冊子である.

なお参考のため平成 15年度に耕養いただいた各先生方の配付特科もあわせて指値Lた.

工 学倫理は,Engineeri喝 ELhicSというアメリカ倍の訳であり.アメリカで生まれた科

｢1である.代貴的な教科郡も日本題に即されてはいるが,日光PJrjでは工学倫理,技術者愉

班のとらえ万について大きな違いがあり,アメリカでの溝畿内客をそのまま棉人するわけ

にはいかない.Ll本a)風土にふさわしい邦銀内容を独自に擁立しなければならない.現在

日本では工単騎樫について,錐が.派に,何をどれだけ.どのように倣えるかということ

については,まだ充分に盛繭がされていない.主観的な間期であるため人によってもtl/.煤

によっても.とらえ方が大きく異なっている.過去 3年間溝師を務めていただいた兄11.万

の問にもそのとらえ方には蓮があるt,のと考えられるが.これまでは各先生方に各LljU;)ス

タンスで油英を進めていただいてきた.本プロジ二t=//トによって奉科目U')教官スタッフの

rrluの輔軸交換,封鈎が進み,お互いのとらえ方を知り,さらに峠門家の考え万を知った上
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ご∴ )こiFnlからu)U作並O-)iif･め方に反映していただき,);1'人牒 r工学倫理_j の確L/に-つなl''J､

ろことを職待している.
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